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梅
田
排
水
場
が
完
成
し
て
、
梅
田

本
木
地
区
の
排
水
状
況
が
好
転
し

大
雨
等
に
よ
る
浸
水
か
ら
免
れ
ま

し
た
が
、
排
水
場
に
通
ず
る
水
路

が
未
整
備
の
た
め
、
浸
水
を
危
惧

さ
れ
て
い
る
地
区
も
あ
る
の
で
、

こ
の
梅
田
排
水
場
ま
で
水
を
運
ぶ

水
路
を
完
備
し
よ
う
と
、
区
土
木
課

で
は
、
写
真
の
よ
う
に
西
新
井

橋
際
の
側
溝
改
修
を
は
じ
め
、
こ

ん
ど
は
そ
の
第
一
期
工
事
が
完
成

し
ま
し
た
。

こ
の
工
事
は
引
続
い
て
進
め
ら
れ

将
来
は
下
沼
田
町
に
至
る
側
溝
全

部
に
わ
た
り
施
工
さ
れ
る
こ
と
に

な
つ
て
お
り
、
こ
れ
が
完
成
さ
れ

れ
ば
、
排
水
は
も
と
よ
り
、
近
く

植
樹
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
か
ら
逆
輸

入
し
た
五
色
桜
、
土
堤
下
を
通
る

坦
々
た
る
舗
装
道
路
に
加
え
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
柵
渠
の
直
線
的
美
し

さ
が
、
道
往
く
人
々
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
る
で
し
よ
う
。
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本
木
新
道
の
道
路
拡
張

工
費
九
千
余
万
円
五
か
年
計
画
で

区
内
の
主
要
幹
線
道
路
は
も
と
よ

り
、幹
線
路
に
通
ず
る
小
さ
な
道

路
の
大
半
の
整
備
を
完
了
し
た
区

で
は
、更
に
本
年
か
ら
五
ヶ
年
計

画
で
、本
木
町
三
の
二
、四
七
七

(
本
木
小
学
校
前
)
か
ら
西
新
井

町
九
四
六
(
東
武
バ
ス
車
庫
前
)

ま
で
の
延
長
一
、五
五
〇
米
に
わ

た
る
道
路
拡
張
工
事
(
総
工
費
九

六
〇
〇
万
円
)
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。こ
の
工
事
は
失
業
対

策
事
業
の
一
環
と
し
て
施
行
さ
れ

る
も
の
で
、
そ
の
第
一
期
工
事
(
本
木

小
学
校
前
百
米
)
が
近
く
着

工
さ
れ
、
本
年
中
に
は
完
成
す
る

こ
と
に
な
つ
て
お
り
ま
す
。
西
新

井
橋
か
ら
西
新
井
大
師
に
至
る
道

路
は
、
江
北
、
伊
興
、
舎
人
、
保

木
間
、
梅
島
各
町
方
面
か
ら
、
千

住
桜
木
町
及
び
荒
川
区
三
河
島
方

面
に
抜
け
る
主
要
道
路
と
し
て
、

東
武
バ
ス
を
は
じ
め
、
大
型
ト
ラ

ツ
ク
そ

の
他
車

馬
の

交
通
量
が

多
い
の

に
比
較

し
道
巾

が
狭
い

の
で
ト

ラ
ツ
ク

、
バ
ス

等
が
擦

れ
違
う

時
に
は

、
自
転

車
や
歩

行
者
ま

で
立
往

生
を
し

な
け
れ

ば
な
ら

な
い
こ

と
さ
え
あ
り
、こ
れ
以
上
交
通
量

が
増
加
す
れ
ば
、交
通
事
故
の
頻

発
も
予
想
さ
れ
区
を
は
じ
め
警
察
署

等
で
も
、こ
の
対
策
に
つ
い
て

以
前
か
ら
種
々
論
議
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、今
度
の
拡
張
工
事
に
よ

り
こ
れ
ら
の
危
険
や
不
便
が
一
掃

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
道
路
の
幅
員
は
現
在
七
、二

〇
米
で
す
が
道
路
の
側
を
流
れ
る
溝

の
幅
員
が
四
米
も
あ
る
の
で
、

こ
の
側
溝
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
蓋
を
し
て
道
門
を
十
一
米
に
拡

げ
る
わ
け
で
す
。

な
お
、こ
の
よ
う
に
側
溝
に
蓋
(
技

術
面
で
は
橋
を
架
け
て
道
路
と

つ
な
ぐ
も
の
)
を
し
て
、道
路
の

拡
張
を
す
る
工
事
は
都
内
で
は
じ

め
て
の
も
の
で
、去
る
二
十
二
日

測
量
を
了
え
た
士
木
課
で
は
、立
派

な
道
路
を
作
る
た
め
慎
重
に
測

量
図
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

◎
◎
◎
◎

文
化
の
日
の
表
彰

◎
◎
◎

区
で
は
十
一
月
三
日
の
〝
文
化
の

日
〟
を
記
念
し
て
、
篤
行
者
、
公

共
事
業
功
労
者(

一
般
区
民)

教

育
功
労
者(

区
内
学
校
教
職
員)

自
治
功
労
者
、
永
年
勤
続
者(

区

議
会
議
員
、
そ
の
他
区
の
自
治
行

政
関
係
者)

及
び
発
明
、
改
良
、

農
産
及
び
土
木
事
業
等
の
功
労
者

な
ど
を
表
彰
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し

た

。

自
治
功
労
者
　
岡
本
祐
海
、
飯
島
薰

、
桜
田
延
　
教
育
功
労
者
　
添

田
伝
、柳
沢
せ
い
、谷
田
志
げ
、

山
縣
多
喜
、藤
木
実
、阿
部
セ
ツ
、

加
藤
八
郞
　
公
共
事
業
功
労
者

佐
久
間
栄
吉
　
農
業
功
労
者
　
鴨

下
金
三
、芦
川
幸
四
郞
　
土
木
事

業
功
労
者
　
磯
山
儀
ヱ
門
　
孝
子
　

中
根
秀
男
　
発
明
考
案
功
労
者
　

田
島
武
長
、阿
部
彦
七
　
永
年
勤
続

工
業
従
業
員
　
梶
松
藏
、堀
内

み
な
、
金
子
み
い
、
引
場
忠
衛
、

浅
香
市
太
郞
、
金
田
忠
次
　
永
年
勤
続

商
業
従
業
員
　
桜
井
文
之
助
、

中
田
与
八
、
内
山
大
恵
、
市
川
正
一

、
大
熊
い
ね
　
人
命
救
助
者
　

玉
田
弘
輝
、
馬
場
正
治

〝
足
立
区
観
光
協
会
発
足

会
長
に
区
長
が
就
任
〟

足
立
区
観
光
協
会
の
発
会
式
が
去

る
十
月
六
日
午
後
二
時
か
ら
区
役

所
議
事
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

観
光
協
会
の
設
立
に
当
つ
て
は
、

数
次
に
わ
た
つ
て
打
合
会
を
開
き

慎
重
な
凖
備
が
す
す
め
ら
れ
た
後

同
日
の
発
会
式
と
な
つ
た
も
の
で

当
日
は
大
山
区
長
の
経
過
報
告
、

及
び
会
則
審
議
、役
員
選
任
等
の

議
事
が
あ
り
、区
長
が
座
長
に
選

ば
れ
種
々
審
議
を
重
ね
た
結
果
、

満
場
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。役

員
に
つ
い
て
は
会
長
に
大
山
区
長

を
と
の
動
議
が
出
て
、こ
れ
も
異

議
な
く
可
決
、副
会
長
そ
の
他
の

役
員
は
議
会
、地
域
、職
域
の
三

方
面
よ
り
選
出
の
方
法
で
後
日
決

定
す
る
こ
と
と
な
つ
て
議
事
を
終

え
余
興
に
入
り
午
後
五
時
散
会
し

ま
し
た
。

な
お
同
日
会
長
に
一
任
さ
れ
た
役

員
の
選
任
に
つ
い
て
は
、
次
の
通

り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
都
足
立
区
観
光
協
会
役
員(順

不
同
)

【
相
談
役
】
宮
入
五
郞
、永
井
一

己
、
加
藤
千
太
郞
、
鴨
下
栄
吉
、

鈴
木
伝
一
、
森
敬
之
助
、
小
西
幸

助
、
小
島
芳
之
助
(
国
鉄
北
千
住

駅
長
)
木
村
好
(
東
武
西
新
井
駅

長
)
植
草
嶽
三
(
京
成
千
住
大
橋

駅
長
)
。

【
会
長
】
大
山
雅
二
【
副
会
長
】

樽
沢
正
、
佐
々
木
芳
太
郞
、
斎
藤

恒
助
【
会
計
】
小
松
冨
二
郞
、
岡

崎
十
止
雄
【
監
事
】
山
崎
忠
藏
、

高
城
信
一
　
宮
田
喜
平
【
理
事
】

江
川
長
吉
、
竹
内
源
七
、
佐
々
木

和
佐
之
助
、
小
林
三
四
郞
、
日
比

谷
竹
次
郞
、
大
石
ア
ヤ
メ
、
岡
田
淸

、
大
川
正
一
、
荒
井
甚
兵
衛
、

丸
岡
光
一
郞
、
中
村
吉
松
、
大
山

利
八
、
海
保
幸
平
、
藤
橋
桑
次
郞
、

西
沢
敬
光
、
鴨
下
友
彦
、
淸
木
房

吉
、
田
口
富
藏
、
淸
水
亀
次
郞
、

松
崎
順
赫
　
岩
谷
慶
吉
、
田
島
武

長
、
茂
出
木
庄
輔
、
高
島
駒
之
助
、

山
本
己
之
吉
、
幸
野
正
松
、
大
熊

芳
男
、
遠
田
漂
治
、
鴨
下
喜
助
、

鯨
岡
賴
衛
、
平
田
源
七
、
村
上
菊

一
、
服
部
音
五
郞
、
内
藤
彌
吉
、

背
戸
淸
次
、
田
幡
義
男
、
瀨
田
孝

三
郞
、
市
川
忠
吉
、
永
田
う
め
志
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民
生
委
員
を
選
ぶ

民
生
委
員
推
薦
委
員
決
定

民
生
委
員
法
に
基
く
民
生
委
員
推

薦
会
委
員
が
こ
の
ほ
ど
次
の
通
り

決
定
、十
一
月
一
日
付
で
区
長
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
都
足
立
区
民
生
委
員
推
薦
会

委
員
　
(
　
)

内
は
職
名

宮
入
五
郞
千
住
大
川
町
二(

区
議

会
議
長)

永
井
一
已
栗
原
町
一
、

二
五
八(

区
議
会
副
議
長)

佐
伯

堅
城
竹
之
塚
町
七(

民
生
委
員)

茂
出
木
庄
輔
新
田
上
町
二
六
六(

民
生
委
員)

海
保
幸
平
千
住
仲
町

九
一(

足
立
簡
易
裁
判
所
調
定
委

員)

並
木
源
太
梅
田
町
一
、
五
八

二(

東
京
法
務
局
人
権
擁
護
委
員)

大
島
祐
成
古
千
谷
町
七
八
四(

足

立
区
社
会
事
業
協
会
会
長)

鯨
岡

兵
衛
千
住
二
丁
目
一
八(

愛
の
運

動
東
京
都
協
議
会
足
立
支
部
長
)

中
村
吉
松
千
住
東
町
七
五
(
区
立

四
小
P
T
A
会
長
)
箕
輪
和
助
西

新
井
町
九
四
〇
(
区
立
五
中
P
T

A
会
長
)
斉
藤
恒
助
千
住
桜
木
町

九
(
足
立
区
助
役
)
萩
政
一
千
住

栄
町
三
八
(
東
京
都
足
立
福
祉
事

務
所
相
談
課
長
)
加
藤
千
太
郞
千

住
寿
町
四
〇
(
都
議
会
厚
生
委
員
)

遠
田
漂
治
大
谷
田
町
一
、
三
五

二

堀
切
橋
通
行
止

東
武
堀
切
駅
先
の
荒
川
放
水
路
堀

切
橋
は
十
二
月
二
十
日
ま
で
橋
脚

そ
の
他
の
補
強
工
事
の
た
め
自
転

車
リ
ヤ
ー
カ
ー
以
外
の
車
輌
の
通

行
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

日
の
出
町
に

都
立
保
育
園

常
東
地
区
の
生
活
困
窮
者
の
子
弟

を
対
象
と
し
て
保
育
事
業
を
継
続

し
て
き
た
足
立
第
二
簡
易
保
育
所

(
日
の
出
町
一
の
二
六
)
が
、こ

の
ほ
ど
地
元
の
要
望
に
応
え
、都

立
保
育
園
に
昇
格
す
る
こ
と
に
な

り
、こ
の
改
築
工
事
が
今
年
中
に

行
わ
れ
ま
す
。
な
お
都
立
保
育
園

と
し
て
発
足
し
た
場
合
の
定
員
は

九
〇
名
。

粉
食
調
理
に
関
心

食
生
活
改
善
講
習
会
お
わ
る

区
が
昨
年
十
二
月
か
ら
は
じ
め
た

生
活
の
合
理
化
を
計
る
新
生
活
運

動
は
、そ
の
後
衣
食
住
の
改
善
、

因
習
、迷
信
の
打
破
等
に
つ
い
て

講
習
会
や
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
に
よ
る

啓
蒙
周
知
に
よ
り
、着
々
そ
の
成

果
を
収
め
て
き
ま
し
た
が
、更
に

こ
れ
ら
種
々
の
生
活
改
善
の
中
で

最
も
身
近
か
で
し
か
も
気
付
か
な

い
ま
ま
に
、大
き
な
無
駄
を
見
逃

し
が
ち
な
食
生
活
に
つ
い
て
、こ

れ
を
合
理
化
し
、栄
養
の
上
か
ら

は
も
と
よ
り
、経
費
の
節
約
に
よ

り
、区
民
の
生
活
水
準
の
向
上
を

は
か
ろ
う
と
、去
る
十
月
一
日
か

ら
三
十
一
日
ま
で
一
か
月
間
、区

内
婦
人
会
に
呼
び
か
け
て
開
催
し

た
「
食
生
活
改
善
講
習
会
」
は
、

各
地
区
婦
人
会
の
協
力
に
よ
り
、

大
き
な
成
果
を
収
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

四
十
年
振
り
の
凶
作
と
い
わ
れ
る

今
年
の
稲
作
の
影
響
で
、必
然
的

に
食
生
活
の
改
善
に
関
す
る
会
員

の
関
心
が
高
ま
り
、講
習
会
は
ど
の

会
場
も
定
員
数
を
は
る
か
に
上

廻
る
人
で
、
粉
食
に
つ
い
て
異
常

な
ま
で
の
関
心
を
示
し
て
い
ま
し

た
。

な
お
区
で
は
引
続
い
て
作
業
衣
の

作
り
方
、冠
婚
葬
祭
に
関
す
る
虚

礼
の
廃
止
、迷
信
や
因
習
に
と
ら

わ
れ
な
い
生
活
の
確
立
、便
利
な

住
宅
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
、逐

次
講
習
会
を
開
催
す
る
計
画
を
も

つ
て
お
り
ま
す
。

=
写
真
は
講
師
の
話
を
熱
心
に
聞

く
婦
人
会
員
=

台
風
十
三
号
の

義
捐
金
品
募
集

去
る
九
月
二
十
五
日
夕
刻
か
ら
、

二
十
六
日
末
明
に
か
け
て
猛
威
を

ふ
る
つ
た
台
風
第
十
三
号
に
よ
る

関
西
、四
国
、中
部
、北
陸
地
方

各
県
の
被
害
は
そ
の
後
の
厚
生
省

の
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、意
外
に

大
き
く
、西
日
本
の
水
害
に
も
劣

ら
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
の
で
、日
本
赤
十
字
社

で
は
個
人
又
は
団
体
か
ら
の
義
捐

金
品
を
罹
災
者
へ
贈
る
斡
旋
を
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、日

本
赤
十
字
社
足
立
区
地
区
で
も
、

次
の
要
領
で
十
三
号
台
風
災
害
義

捐
金
品
を
取
り
扱
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た

。

○
取
り
扱
い
期
間
　
十
一
月
一
日

か
ら
同
十
五
日
ま
で

○
取
り
扱
い
品
目
　
(
1
)
現
金
　
(
2
)

品
物
(
罹
災
者
が
受
け
て
す

ぐ
役
立
つ
衣
料
品
、
食
料
品
等
)

○
受
付
場
所
　
義
捐
金
品
の
受
付

は
期
間
内
(
日
曜
祭
日
を
除
く
)

毎
日
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後

五
時
ま
で
区
役
所
総
務
課
又
は
出

張
所
で
受
付
け
ま
す
。

視
聴
覚
教
育
の
強
化
に

研
究
会
の
概
略
決
ま
る

区
教
育
委
員
会
で
は
こ
の
ほ
ど

区
民
の
視
聴
覚
教
育
の
発
展
を

は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

足
立
視
聴
覚
教
育
研
究
会
を
結

成
し
、
区
民
の
映
画
教
育
の
た

め
に
役
立
て
た
い
と
、
具
体
案

の
構
想
に
と
り
か
か
り
ま
し

た
。

こ
れ
ま
で
区
民
の
視
聴
覚
教
育

は
〝
区
民
映
画
教
室
〟
〝
区
民

映
画
会
〟
な
ど
に
よ
つ
て
代
表

さ
れ
、
ま
た
中
小
学
校
生
徒
に

対
し
て
は
中
小
学
校
映
画
教
室

運
営
委
員
会
が
あ
つ
て
、
学
校
視
聴

覚
教
育
に
関
す
る
意
見
の

交
換
等
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
今
回
の
案
で
は
こ
れ
ら
既

設
の
組
織
を
解
消
し
て
区
内
の
視

聴
覚
教
育
を
利
用
す
る
す
べ

て
の
団
体
に
よ
つ
て
、
組
織
し

運
営
し
て
行
こ
う
と
す
る
も
の

で
、
出
来
れ
ば
こ
の
外
に
区
内

の
各
社
会
教
育
団
体
代
表
、
文

化
人
を
も
つ
て
映
画
推
せ
ん
委

員
会
を
作
り
、
良
心
的
教
育
映

画
を
毎
月
推
せ
ん
し
て
、
青
年

婦
人
、
文
化
団
体
を
は
じ
め
、

区
民
の
映
画
観
賞
に
基
準
を
与
え
、

健
全
な
映
画
教
育
の
確
立

を
期
そ
う
と
い
う
も
の
で
あ
り

ま
す
。

な
お
同
研
究
会
の
結
成
を
見
込

み
作
成
さ
れ
た
規
約
案
に
よ
る

足
立
視
聴
覚
教
育
研
究
会
の
概

要
は
次
の
よ
う
に
な
つ
て
お
り

ま
す
。

【
目
的
】
研
究
会
は
足
立
区
の
視

聴
覚
教
育
の
向
上
発
展
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

【
事
業
】
研
究
会
は
目
的
を
達

成
す
る
た
め
左
の
事
業
を
行
う

一
、視
聴
覚
教
育
用
具
に
よ
る

教
育
の
普
及

。
二

、
用
具
に
よ

る
教
育
方
法
の
研
究
及
び
調
査

三
、
用
具
の
製
作
。
四

、
用
具

の
普
及
。
五
、
視
聴
覚
教
育
振

興
の
た
め
の
研
究
。
六
、
研
究

会
機
関
紙
お
よ
び
関
係
刊
行
物

の
発
行
。
七
、
教
育
映
画
お
よ

び
演
劇
等
の
推
せ
ん
。

【
組
織
】
研
究
会
は
視
聴
覚
を

教
育
的
に
利
用
す
る
団
体
を
も

つ
て
組
織
し
、加
入
団
体
よ
り

代
表
一
名
を
選
出
す
る
。

【
経
費
】
研
究
会
の
費
用
は
参

加
団
体
の
分
担
金
お
よ
び
寄
附

金
そ
の
他
の
収
入
で
ま
か
な
う
。
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新
ら
た
に
演
劇
コ
ン
ク
ー
ル
も

〝
文
化
祭
〟
の
幕
ひ
ら
く

区
教
委
及
び
文
化
団
体
連
盟
の
主

催
に
よ
る
第
三
回
区
民
文
化
祭
は

十
一
月
三
日
「文
化
の
日
」を
中

心
に
展
覧
会
や
発
表
会
等
多
彩
な

行
事
が
各
所
で
操
り
拡
げ
ら
れ
ま

す
が
、そ
の
全
般
の
ス
ケ
ジ
ユ
ー

ル
が
こ
の
程
区
教
育
委
員
会
か
ら

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る

日
程
は
次
の
通
り
で
す
。

(
1
)
紙
芝
居
コ
ン
ク
ー
ル
1
0
月
2
9
日

午
前
九
時
、区
役
所
議
事
堂
、

一
部
(
街
頭
芝
居
)
二
部
(
印

刷
と
自
作
紙
芝
居
)
入
選
者
は

都
の
中
央
大
会
に
出
場
(
2
)
美
術

展
(
日
本
画
、洋
画
、写
真
)

千
寿
第
三
購
堂
1
0
月
3
1
日
↓
1
1

月
1
日
(
3
)
俳
句
大
会
1
1
月
1
日

午
後
一
時
勝
専
寺
(
赤
門
寺
)
(
4
)

華
道
展
1
1
月
3
、4
日
午
前

九
時
(
書
道
茶
道
と
一
諸
)
千

寿
第
三
講
堂
(
5
)
吟
詠
大
会
1
1
月
1
4

日
午
後
一
時
、千
寿
第
一
講

堂
(
6
)
芸
能
大
会
1
1
月
2
5
日
午
前

十
時
、梅
島
講
堂
(
長
唄
謡
曲

舞
踊
、民
謡
)
(
7
)
レ
コ
ー
ド
コ
ン

サ
ー
ト
1
1
月
2
1
日
午
後
六
時

千
寿
第
三
教
室
(
名
曲
鑑
賞
と

解
説
)
(
8
)
演
劇
発
表
会
1
1
月
2
2

日
午
前
十
時
千
寿
第
一
講
堂
(
9
)

放
送
劇
コ
ン
ク
ー
ル
1
1
月
2
3
日

午
前
十
時
千
寿
第
一
講
堂
(
1
0
)
民

謡
コ
ン
ク
ー
ル
1
1
月
2
9
日
午
後

一
時
千
寿
第
一
講
堂
(
1
1
)
将
棋
、

囲
碁
大
会
(
未
定
)

な
お
詳
細
は
社
会
教
育
課
に
お
問

合
せ
下
さ
い
。

★
　
★

☆
　

☆

区
立
中
学
校

連
合
運
動
会

爽
や
か
な
秋
空
を
映
し
て
、
青
く

澄
ん
だ
荒
川
放
水
路
の
水
面
を
、

わ
あ
ー
つ
、
わ
あ
ー
つ
と
い
う
喚

声
が
渡
り
、
陽
を
受
け
た
赤
、
青

黄
、
緑
と
り

ど
り
の
校
旗

や
応
援
団
旗

が
鮮
か
に
ゆ

ら
ぐ
日
本
晴

れ
の
十
月
二

十
二
日
、
区

立
中
学
校
の

連
合
運
動
会

が
千
住
新
橋

グ
ラ
ン
ド
で
行

わ
れ
、
日

頃
の
鍛
練
を

示
す
見
事
な

マ
ス
ゲ
ー
ム

や
リ
レ
ー
に

熱
戦
を
繰
り

ひ
ろ
げ
集
ま
つ
た
約
五
千

人
の
父
兄
の

拍
手
を
浴
び

な
が
ら
午
後

四
時
閉
会
し

ま
し
た
。

=
洩
れ
な
く
受
け
て
下
さ
い

定
期
の
予
防
接
種
=

こ
の
ほ
ど
足
立
保
健
所
で
は
定
期

予
防
接
種
を
十
月
二
十
六
日
か
ら

十
二
月
九
日
ま
で
の
期
間
に
行
う

こ
と
に
な
り
、次
の
様
な
要
項
を

発
表
し
ま
し
た
。該
当
者
に
一
人

残
ら
ず
こ
れ
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

保
健
所
で
は
望
ん
で
お
り
ま
す
。

予
防
接
種
法
第
三
条
に
よ
り
、受

け
ね
ば
な
ら
な
い
人
は
、昭
和
二

十
八
年
一
月
か
ら
六
月
末
ま
で
の

出
生
者
(
種
痘
、百
日
せ
き
三
回

式
)
及
び
昭
和
二
十
七
年
の
出
生

者
(
ジ
フ
テ
リ
ヤ
三
回
式
)
で
す

な
お
費
用
は
種
痘
二
〇
円
、百
日

せ
き
一
〇
〇
円
、ジ
フ
テ
リ
ヤ
五

〇
円
で
、
実
施
日
割
は
次
の
通
り

で
す
。

註
意

(
1
)
母
子
手
帳
、通
知
の
は
が
き

上
ば
き
を
御
持
参
下
さ
い
。

(
2
)
指
定
日
に
受
け
ら
れ
な
か
つ

た
人
、
又
は
通
知
も
れ
の
人
、

今
年
ま
で
受
け
て
い
な
い
人
は

最
寄
の
会
場
又
は
十
二
月
末
ま

で
の
毎
木
曜
日
(
午
前
十
時
三

十
分
ま
で
)
足
立
保
健
所
に
お

い
で
下
さ
い
。

(
3
)
去
年
百
日
せ
ぎ
(
三
回
式
)

を
受
け
た
人
は
今
年
追
加
免
疫
(
一

回
)
お
受
け
下
さ
い
。

(
4
)
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
人

は
、
福
祉
事
務
所
長
の
証
明
書

で
無
料
に
な
り
ま
す
。

◎ 実施日割(時間午後一時よ
り三時まで受付)

〝
商
店
コ
ン
ク
ー
ル
〟

決
定
は
来
月
中
旬

商
店
街
の
美
化
と
商
店
経
営
の
合

理
化
を
目
的
と
し
て
本
年
四
月
に

行
わ
れ
た
店
頭
装
飾
コ
ン
ク
ー
ル
は
非
常

に
良
い
結
果
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
東
京
都

で
は
今
回
商
店
コ
ン
ク
ー
ル
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
、本
区
か
ら

も
区
経
済
課
が
関
係
者
と
協
議
の

上
次
の
商
店
街
と
商
店
を
推
せ
ん

し
ま
し
た
。な
お
こ
の
推
せ
ん
さ

れ
た
商
店
街
、商
店
の
実
地
審
査

は
十
月
三
十
日
、都
、区
経
済
関

係
者
に
よ
つ
て
行
わ
れ
、そ
の
結

果
は
来
月
中
旬
決
定
発
表
さ
れ
る

予
定
で
す
。

商
店
街
　
(
　
)

内
は
代
表
者

電
車
通
サ
ー
ビ
ス
会
(
背
戸
淸
次

)
千
住
一
丁
目
商
和
会
(
入
江
万
藏

)
千
住
五
の
日
会
(
岩
田
淸
)

関
原
不
動
商
店
会
(
萩
島
伸
介
)

商

店

羊
華
堂
洋
品
店
、ス
ミ
レ
生
地
店
弥

生
本
店
、ト
ン
プ
ク
堂
薬
局
、

マ
ス
ミ
金
物
店
、広
瀬
薬
局
、鶴

屋
化
粧
品
店
、オ
ツ
ト
セ
ー
洋
品

店
、
フ
レ
ン
ド
化
粧
品
店
、
武
蔵

屋
呉
服
店
、
ト
ラ
ヤ
帽
子
店
、
こ

べ
に
や
呉
服
店
、
株
式
会
社
フ
ジ

ヤ
、
久
留
米
屋
、
山
内
洋
装
店


